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てえ迎を度年新年次総会次第および議案

何かを胸深〈本年度の上進式も、雨天の中、それぞれのスカウト諸君が、 人人
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感じ取ると共任、又新らた位決意をもって上進してくれました ζと、いつもながら、羽麗野じ作詞
平鈴鹿三..作.

会衆
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それにつけても、スカウ卜が、スカウティーノグを胸うたれるものでございます。
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均一一 楽しみ、道を歩み得ますζ とは、育成会各位の担み4よみf,tら由団へのご奉仕の賜と存

生きるm本感覚を見失ってい

スカウ卜司IIいるといわれる今日、更にスカウト訓育の重要性がうたわれております時、
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当 育の原則に基いて展開がなされております本団はまこと ICありがたくもうれしいことで

それだけ陀リ ダー諸兄の奉仕活動も、そのプログラムの展開民、家

庭、お仕事を通してご奉仕、何かとと苦労をしていただいておりますことに深〈感謝せ

あり E弘司E

じます。厚く御礼申しあげます。

世界から羨望の限で見られる近代文化の現時点にあって、
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せずにはおれません。

スカウ卜も、私達がスカウ卜活動IC取り組みますと必ず突きみたりますEとのーソ任、私達成人も、

ちかい」ーツを取りあげても、自己そのものが、自分自身が問題ICなるという Lとがとざいます。「

キャンブK於けるスカウト（初級）の水吸みにしても自分自身が問題と立っています。それがリーダ

生活を通しての相互の語りかけ、問いかけは、すばらしいことIC問いとして語りかけて来ます。

案

昭和55年度各隊活動、回行事報告。

昭和55年度収支決算報告。

3, 昭和56年度顧問、育成会長、会計監査
の選出。名誉会員の推薦。

昭和56年度問委員並びK役務分担承認。

昭和56年度各隊指導者選任報告。

昭和56年度活動計画Kつhて。

昭和56年度収支予算Kついて。

その他。

開 会 式

1, 開式白ζ とば

2，国旗儀礼

3，讃歌「衆会J
4，礼拝

5, 仏教章授与

6, 小川顧問挨拶

7, 閉式のζ とぱ

会議

1, 団委員長挨拶

2，議長・副議長の選出

3，議長挨拶

4, 記録係白任命
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リ ダ との人間関係がつちかわれ、いつしかスカと存じます。訓育のプロセスの中IC繰り返され、

ウトの道を体得して行ってくれるのでしょう。願誓弘四

も容易なことではありません。そこスカウト訓育の目的、教育基本K示されていますく人格完成＞、仏典

小絵＂作曲
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員三号 ちかし、」があり、スカウト副II育Kあっては「に宗教がなければ猶のことと思います。その時点民、
昌三ヨ

日さうした時点から申しましても、ζの訓育の成り立た伝い事を教えています。宗教を抜いては、
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閉会式

1, 開式のととば

2, 育成会長の話し

3, 讃歌 「四弘誓願」

4，礼拝

5，国旗儀礼

6, 閉式のととば

7, 
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頃つくづく思います乙とは、自分自身K対する甘さが、即スカウ卜 K対する甘さとなって出てくる乙

とを痛感いたしております。仏と国とに誠をつくすという実践にしてもそういう乙とが言えましよう

代仏IC誠をつくす”とは、その教えに誠民生きるという乙とを意味します。その誠とは、至上の心であ

至上心であり得ない自己につねに問ましょう。現実には、至上になり得白い自分を見い出します。主ヨ吾妻語害言語ヰ寸
e
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長
いをかける。問いをかけて生きることが、誠IC生きる、誠をつくすということであろうと思います。

もう紙面がありませんが、その時比自分の思いから初まった生き方が、自分を可愛がり、育くんでく
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れた仏、親、人々の、つらい思いをし、苦労したであろうと、生きる自分の背後が教えられてくる。

それが、自然につちかわれて、いつしか心から、やって行乙うと立ち上る境涯がつちかわれてくるの

しよう。主体性のある真の道であろうと思います。スカウテイングの道を歩むとはこのζ とであろう

と思います。

本年度も、何かと一人一人のスカウトが、鍵やかK育成されますζとを願とし、よろしくお願申し

あげと挟拶といたします。
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昭和55年度 団委員会開催記録 S55.9.2.～s56. 9. 8. 
r現在・ ／！（ 矧合司自委員会、

第 1目白委員会報告一昭和55'4:9日2日内乏伊恰同 7-:’【ス長怖広間＇ 19：＂～ ・22:05 

出席者 中 111、jlj村 河原、根部、多戸、吉本、重宮、五十童、調回、翠、事園、橘、寺了巴松永、
j、111、松本」肉、西山、水田 j、島、末吉、 欠F有者 ＊圏臥牟直肱三回、平材 J i 8 l唱）

第 2回団委員会報告一一昭和55年10月14日例定例 t畑ノレーム 20:05～23：ー一一一一

出席者ー西村．中JII.河原．橘，多門，松本，原田，松永．服部．中村田五十嵐．前回，南．隅田，

小川．末吉．山内。 (17名） （出席率71%)
欠席者ーホ黒宮．ホ酋山．ホ永田，ホ宮本． （以上届出有）。園田．小島．西脇。 （計7名）

第 3回団委員会報告昭和55年ll月11日tkJ 定例於’ウスホール 20:18～22:05一一一一

出庸者ー小111，西村，中111.橘．事門．松本．原田，服部．中村．黒宮，西脇．前回．南．

隅田．末吉．山内＇ (16名） 出席率67掃 作88需）

欠席者ー＃河原．ホ小島．＊松永．率五十嵐，事永田。閤田，西山．宮本。 (8名）

第 4回団委員会報告唱和55年12月9酬定例於ハウスホール 20:20-22:45

出席者ー西村，中111.橘，永田，前田，隅田，西脇，松永，五十嵐，宮本，南，松本，原田，

中村．服部，末吉．山内。 (17名）

欠席者一帯黒宮．＊小川， fii!原，害門ι 小島，西山，園田。 （出席率71%. •79冊）
第 5回団委員会報告昭和56年 1月14日的定例於鴨川荘 17:45～18:30

出席者西村，中川，河原，橘，園田，多門，隅田，南，前田，酉山．松本，服部，末吉，山内

五十嵐。懇親会出席 小川．中村，永田，松本。

欠席者一西脇，黒宮，宮本，小島，原田（以上届出有）

第 6回団委員会報告一昭和56年 2月10日例定例於ハウスホール 20:10～22: 15一一一一

出席者一小川，西村，中日｜，橘，多円．前回，松永，松本，宮本，隅田，五十嵐，原因，末吉，

山内。 (14名） 欠席者一 南，黒宮，小島，服部，西脇，中村，河原（以上＊）西山，薗田，水田。

第 7回団委員会報告昭和56年 3月10日的定例於ハウス長休ホール 20：・白～22:10-

出席者一西村，中川l，橘，隅回，南，五十嵐，原田，松本，中村，小Ill，山内。 (11名） 46冊

欠席者’黒宮，小島，服部，西脇，松永，前回，河原，西山，園田，永田，末吉，事門，宮本。

第 8回団委員会報告昭和56年4月14日ω定例於ハウス長休ホール 20：・05寸 2:10-

出席者西村，中JII，河原．多門，隅田，西脇，五十嵐，永田，宮本，服部，末吉，山内。 50冊

欠席者松本，南，橘，松永，黒宮，小川． （以上＊）西山，中村，原田，園田，小島．前回。

第 9回団委員会報告一昭和56年 5月12日w 定例於ハウス長休ホーノレ 20:10～22:1s－←ー

出席者一西村，中Ill，河原，多門，西脇，松本，原田．宮本，前回，圏回，服部，小川，末吉．山内。

欠席者隅田，松永，南，五十嵐，橘． （以上＊）黒宮，小島，河原，西山，永田。 関係

第10回団委員会報告昭和56年 6月9日例定例於ハウス長休ホール 20:10～22:10-

出席者一西村，中川．河原，多門，橘．服部．宮本，原田， 7j(回．嶋田，再司．前田．ノトJI i，山内。

欠席者松本，五十嵐，松水。西脇．西山，末吉， （以上水）小島．中村，圃回，黒宮。 58% 

第11回回委員会報告 昭和56年 7月14日w定例於ハウス長休ホル 20:20～22:so一一

出席者一西村，中ill，小川，河原，橘，五十嵐，隅田，原田，永田，黒宮，西脇，松本，服部．

末吉，山内。 欠席者ー小島．松永，多門，前田，南。 （以上＊）西山，園田，中村，宮本。 (63qb) 

第 12回団委員会報告一昭和56年 9月 l制定例於ハウス長休ホール 21:00～22：・mー

出席者ー西村，多門，原田，永田，橘，隅田，南，服部，末吉，山内c (42 qb) 

（リーダ側出席）大磁倒，本多，鶴因。山11rn劃， t可周囲，下坂，榎本，山川勝）， 小川。

欠席者一中Ill，西脇，松本，宮本，前田，圃臼，松永，五十嵐，黒宮，小島，酋山，中村．河原，

第 13@1団 委 員 会 報 告 一 昭 和 田 年9月8目的臨時於ハウス長休ホール 19:44～22:50一一

出席者西村，中川，河原 1 多門，原因．隅田，永田，松木，宮本。黒宮，前回，南，末吉。服部。

欠席者ー酋脇，橘。 （以上＊）松本。五十嵐，小島。西山，園田，中村， （出席率 58qb)
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（ ）は総会当日選出する役務であるが、

ここでは団委員会での推薦者として載せた。

分務f量図度

（名誉会員）

年

川玄諦

56 手口

問）小

昭

3
いち

造恵JI! （育成会長）中

隆回（会計監査）園村泰西出 委 員 長

司豊太郎山西" 幸原河副団委員長

ごιa、
’ロ愛橘計A 

""' 団

Cトー財政担当委員

(1) 団白資産を管理。

(2）団各隊の年間計画K基っし年間収支予算の作成世よび決算報告。

(3）育成会K対し財政的協力を求める。

弘

修

郡

朝
橋
島
町
市

門

回

多

永

高

員委

" 

" 

団

O一一野営行事担当委員（野行）

(1）団の各行事プログラムの立案、

f
 

正

" 

" 
叫：h
主主

パ

~ー『、

名、よび資材調達。

各隊のキヤンピング適地を選定し実地踏査を行う。

各隊活動で必要在場合、育成会の協力を求める。

備品 ＇）ス卜を管理し、各隊管理団備品をチェックする。

(2) 

(3) 

(4) 

保夫

都

本

本

嵐

松

計

敬輔

之

昌

智

康

敬

忠

国

松永

南

黒

部

宮

国右

原／／ 

" 

" 
／／ 

,, 

,, 

Cトー進歩担当委員

(!) スカウトの進多章獲得Kついて激励を行い認証を与える業務。

(2）技能章の考査Kついて便宜をはかる。

(3) ちかい、上進、進級の各式典が行われるよう協力する。

0一一健康・安全担当委員（健安

E月宮
,, 

，， 

ロユ

(1) 集会場の管理。事故防止。キャンプ場実地踏査K参加協力。

(2) スカウト保険加入継続手続等、スカウト保険担当。

但） 日赤救急法講習会の案内手続。

Cトー組織拡張担当委員（組ー拡）

(1）新入隊募集の窓口。入隊申込案内、入隊説明会開催準備。

（幻 日本連盟年次登録業務を行う。休隊・退団の窓口。

（訪 問委員会の会合の設営、出欠管理。会議の記録。団報の製作発行。

Cトー指導者養成担当委員（指養）
(3) 後継者の発掘。

(1）各隊指導者の選任Kついて打診等事前調整。（引苦情受付窓口。

修所、実修所筈の受講、入所を援助奨励

彦

哲雄
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Jll孝子
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各隊指導者
~）各種研修、講習会、研

カブスカウト隊 ボーイスカウト隊 レノニアスカウ卜隊 ローパースカウト隊

（ 隊長）下坂紹ー 隊長山川 譲 隊長本多直樹 隊長大薮俊一

副長奥田純夫 副長服部圭佐 副長河原昌史 副長鶴田茂一

副 長山川勝也 副長西村浩行 副長中村三之助

副長複本信也 副長補五十嵐達志

副長小松耕二 副長補大薮完爾

副長補福永裕 子

刃三cc s隊隊長は次の隊長が決まるま


